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　箕川沿いの遊歩道では、今年も10品種約140本の
梅が花を咲かせました。この梅の手入れや清掃活動を
行っているのが「箕川・水とみどりの会」のみなさんです。
「梅は桜にはない甘い香りがあります」と会長の石原正
和さん。２月下旬～３月上旬の観梅ウィークには、その
香りに誘われるように幅広い世代のかたが訪れ、風情あ
ふれる梅見散策を楽しんでいました。

　今回は２５６人が参加して、自然豊かな箕面の山を舞
台に、勝尾寺の寺領を明示する鎌倉時代の石蔵を訪
ね歩きました。各石蔵では箕面観光ボランティアガイド
による解説もあり、参加者は「大自然の中を楽しく歩くこ
とができました」と満足そうに話していました。
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ウォークトライアル」開催！

甘い香りが漂う「箕川・観梅ウィーク」
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市役所への
カラス被害
相談件数

令和2年～
令和4年(平均)

は被害が急増！6月5月4月 ４月・5月・６月はカラスが最も暴れる時期です。
カラス被害の相談件数の約5割が、
この時期に集中しています。

カラスが集まらないようにするために、みなさんのご協力をお願いします！

ごみをネットでくる
んでください。ネッ
トのふちは、必ずご
み袋の下に敷いて
ください。

重しでしっかり押
さえてください。

　５戸以上の戸建て住
宅で、共同でごみを出し
ている場合は、市からご
みネットを貸し出してい
ます。詳しくは、環境整
備室（σ７２９・２３７１）
へお電話ください。

ごみネットを
貸し出します！

ρ環境動物室 σ７２４・７０３９ φ７２３・５５８１

　カラス被害が発生するのは、あなたが「生ごみ」をネットでくるまないこと
が主な原因です。あなたの出した「生ごみ」がカラスを集め、近隣のかたに多
大な迷惑をかけるだけでなく、地域全体のカラス被害にもつながります。
　６月まではカラスの繁殖期です。この時期、カラスはヒナにエサを与える
ために、最高のごちそうである「生ごみ」を求めて集まってきます。特に４月・
５月・６月は、「生ごみ」をネットでくるむことを徹底してください！

市に通報があったカラス被害の大半が
「ネットでくるまれていない生ごみが荒らされている」ケースです。

ネットのふちが見えていたり、
重しの押さえが不十分だと、
カラスがもぐり込み、
ごみを引きずり出します。

カラスは

生ごみを
見つける

と、

激しい鳴
き声で仲

間

に知らせ
、一斉に

集まりま
す。

生ごみをネットでくるまない
あなたがカラスを
呼び寄せます！

ごみをネットで 重しでくるみ 押さえる
ことを徹底してください！
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